

































  Drawing up “Hokuriku Gakuin Standard” in 2008, teachers who are relevant to Japanese had a 
conference with regard to consistent education. To put it concretely, this plan were named “Cultivate 
Children’s Expressiveness”, discussed how to work in closer cooperation with teachers, in conformity 
to the government course guidelines. 
  In the kindergarten, the scene of worship was taken up in synthetic childcare activities. Study 
activities are developed at the elementary school, cooperating with a kindergarten in an original style, 
though carried out based on the government guidelines for teaching. In the junior high school and the 
high school, the volition to the expression activities cultivated even to the elementary school was urged 
further, and it has tied to positive learning. At the junior college part and the university, while gaining 
the necessary minimum power of expression for coming out to society, the curriculum for a student to 
raise power of expression himself is composed.
Problem on the "Hokuriku Gakuin Standard" of Japanese Education
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定、MCAS（Microsoft Certified Application 
Specialist）検定に挑戦している。
（3）中学・高等学校における国語教育
それぞれの習熟度や進学希望先に応じて、その
希望をかなえることが国語科の課題であるといえ
る。そのためには、学習指導要領に準拠した指導
に加え、コースに応じた独自の履修内容に取り組
んでいる。
特に中学校の一貫コースで学んだ生徒は、高校
2年次で国語科の全ての内容について一通り学習
を済ませることが可能である。また、高等学校か
ら北陸学院に入学した者であっても、基礎的な学
習を積み上げることができるようなシステムを構
築している。
また、高校では仮入学の際、合格した生徒に問
題集を与えて高校入学への緊張感を与え、全員に
一定レベルの基礎的な国語力を身につけてもらう
ようにし、入学時に確認テストを実施する。その
結果を授業に反映させるようにしている。
一貫進学コース（高校は英理進学コースも含む）
中学 1年においては、教科書の内容は学年に準
じた形で行うが、問題演習などで、高校レベルの
問題にも対応できるようにするため、後半には 2
年生の範囲に入っていく。古典分野においては、
高校の分野にも入る。口語文法においては、2年
間で習得することを目標としている。実力テスト
は年に 2回実施し、校外模試受験にも参加する。
2年生においては、教科書の内容は学年に準じ
た形で行うが、小説や論説文の範囲において 3年
生の分野を取り入れている。口語文法は助詞、敬
語を学習する。古典では訓読法を復習し、漢詩に
も取り組む。古文は辞書を使用して自ら訳を施す
ことができるようにする。実力テストは年 3回実
施し、校外模試にも参加する。
3年生においては、問題演習を取り入れ、レベ
ルアップを図っている。高校進学後を考慮して、
評論文読解、古典文法、漢文句法なども扱う。
高校 1年生においては、教科書の内容は『国語
総合』に準拠しながらも、応用的学習として大学
入試の過去問題や模擬試験問題などを解きなが
ら、教師が出題傾向の分析や解答方法など解説を
加えていくスタイルをとっている。古典では、一
通りのジャンルを取扱いながら、文法力や読解力
の養成に努める。
2年生においては、1年生に引き続き教科書の
内容に準拠しながら、優れた文章などを取り扱い
語彙力と言語感覚を養う。古典においては、年内
に全ての範囲を網羅し、年明けと同時に入試対策
を行うべく問題演習に取り組む。
3年生においては、コースの特徴を生かして進
学対策に集中できる体制をとっている。具体的に
は、問題演習が中心で、志望校の傾向対策や学力
レベルに応じた指導を行っている。
発展進学コース（高校では一般進学コースに相当）
中学 1年生においては、教科書に準拠した内容
であること、実力テストの回数は一貫進学コース
同様だが、口語文法は自立語まで、古典について
は歴史的仮名遣いや文のリズムに慣れるといった
基礎的な学習を徹底的に行う。
2年生においては、口語文法は用言・体言以外
の自立語と付属語までを学習し、漢文の訓読法や
漢詩に親しみ、独特のリズムに慣れることを目標
としている。
3年生においては、基礎学力を高め、高校受験
に必要な知識を補っている。
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高校においては、「国語総合」、「現代文」、「古典」
の科目を通して幅広いジャンルの作品をどう効率
的に指導するかに加え、書く力、話す力にも重点
を置いて指導する必要がある。また、副教材を積
極的かつ有効に活用し、家庭学習の充実も必要と
される。教材が精選されているため、不足してい
る部分は適宜行うことも要求されている。
　
全校的な取り組み
表現力を高めるため、夏季休暇中の読書感想文
のほか、中学では生徒一人ひとりに各種検定やコ
ンクール（作文、創作など）への参加を促し、毎
年優秀者が表彰されるという成果を上げている。
年間 3回の漢字テストを実施することでより表現
力の基礎を充実させている。
高等学校では、文芸春秋社編『日本の論点』を
配布して、現在どのような問題がどのような視点
から論じられているかを知り、表現する上での参
考資料としているほか、年間 2回の小論文模試対
策や漢検受験、各種コンクールなどへの積極的参
加をよびかけている。
おわりに
小学校で育ってきた国語への興味関心を更に深
長させ、なおかつより高度な表現力育成を行うこ
とは困難を伴う。だが、一貫教育体制の下、効率
よく学ぶ姿勢を身につけることによって、生徒一
人ひとりが個人の資質や学力に応じて積極的に学
ぼうとする姿勢の継続が可能になっている。また、
発展進学コースや一般進学コースにおいては、小
学校までに積み残してきた課題に対して解決ある
いは克服するといった可能性が広がるような教育
を行っている。
いずれにしても、更に専門的に学びたいという
意欲を生徒が持つことによって入学試験対策も可
能になるため、教師としては生徒のモチベーショ
ンをいかに高められるか、継続させることができ
るかが問われているといえる。また、教科の性質
上、進路指導・情報科・図書館などとの連携が重
要になってくる。
4．大学
北陸学院大学・短期大学部における表現指導
中島　賢介
はじめに
全国の大学における日本語表現法とは、1990
年代から大学生の国語力の低下が問題視され、国
公立大学においても専門教育の基礎となる国語教
育に取り組まざるを得ないといった状況を受けて
設置された科目である。成立がそもそも必要性に
駆られてという負の要素を持っているため、その
内容についても何をどこまで育てればよいのかと
いった内容に関する議論も大学によって異なって
いたが、2000年に入ってリメディアル教育が全
国的に普及したことによりその重要性が再認識さ
れている。
一方、本学の前身である北陸学院短期大学にお
ける日本語表現法は、英語科が設置された 1964
年度（昭和 39年）のカリキュラムの中に、すで
に「国語表現法」という科目が登場していること
からも分かるように永い歴史を誇っている。しか
し、当時の「国語表現法」はあくまでも専門科目
であり、必修基礎科目全員という位置づけではな
かった。
後年、短期大学の必修基礎科目となった「日本
語表現法」は、社会人として必要最低限の日本語
表現力を育成するとともに、それぞれが専門分野
において必要とする表現力に結び付けていくこと
が重大な責務となった。
（1）必修基礎科目としての日本語表現法
必修基礎科目としての「日本語表現法」といっ
ても、四年制大学と短期大学部とは学生の学習動
機が若干異なる。それは、短期大学部の場合、最
初から、2年後の、実質的には 1年後の就職活動
に対する準備の一環として意識している学生が多
い。毎年行う事前のアンケートにも、社会に出て
から困らないよう、敬語などの言葉遣いに対する
関心が非常に高い。それに対して、四年制大学に
おいては、最初から就職活動を意識している学生
は少ない。勿論、これから当面の学生生活が困ら
ない程度に国語力を高めておきたいという意識は
見受けられる。だが、短大生ほど就職を意識して
いるわけではない。
このように、一概に必修基礎科目としての日本
語表現法でも、学生のニーズが異なっているため、
130
北陸学院スタンダード国語・日本語教育分野策定に関する課題
学習意欲も若干のズレが確認できる。特に、自己
表現力がまだ充分ではない学生に対して、可能な
限り多くの時事問題に触れ、自分の関心のある事
柄について論じ、書くといった演習を行っている。
（2）専門性に特化した「日本語表現法」の試み
日本語表現法を担当している本学専任教員 2名
は、いずれも「実習指導」を担当していて、日本
語表現法への学習動機付けについて議論を重ねて
きた。その中で試みられてきたことが、専門性に
特化した日本語表現法に関する研究「保育者養成
校としての漢字教育の試み」である。本学の前身
である北陸学院短期大学の保育学科生に対して、
「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」におい
て使用されている漢字を抽出し、学生に出題した
ところ、正答率が向上したことが確認された。こ
れは、ややもすればこれまでの国語の授業の延長
線になりがちな国語教育を、専門性に特化するこ
とで学生に新たな気持ちで漢字に取り組むこと
や、専門性につながるので覚えて読み書きできな
ければならないといった学生の自覚を促すもので
あった。この試みを通して、単なる基礎科目とい
う枠組みを取り払い、専門性への橋渡しの役割を
担うことが日本語表現法に求められるということ
が分かった。
また、専門用語が多く用いられている「小児保
健」に対して日本語表現法の立場からアプローチ
したのが「専門科目に理解に必要な語彙指導のあ
り方の研究」である。これは、授業の一部で日本
語表現法担当者が作成した専門用語プリントを学
生に解答させ、正答率を分析したものである。こ
れは学生のみならず、現場の保育士にもアンケー
ト調査を行なうことで、専門用語に対する意識を
学生と比較検討することができた。
これらの研究を通して、現在の幼児児童教育学
科（以下、幼教）では、専門用語を通して語彙力
をつけ、基礎学力を伸長させるとともに、専門科
目との連携によって表現力の向上に努めている。
しかし、これらはいずれも幼教に限定されたこ
とであるため、これからは他学科や専門性が限定
されない短期大学部の「コミュニティ文化学科」
に対しても更なる指導が求められている。
（3）必修科目としての教養演習（大学・短大部）
日本語表現の関連科目として、大学・短大部に
必修科目として設置されている「教養演習」があ
る。大学では、「教養演習Ⅰ」において主に社会
生活の基本的なマナーについて学習する。第一印
象をよくするためには、姿勢や動作といった非言
語表現について意識した生活が求められる。「教
養演習Ⅱ」においては、マナーを踏まえた上で日
常会話と敬語の使い分け、報告・連絡・相談とい
った社会生活において基本とされるコミュニケー
ションについて学ぶ。これらは、日本語表現法に
おける学習を補完する上でも重要な役割を担って
いる。
短期大学部においても同様で、社会に出る際に
必要な表現活動について極めて実践的な演習を行
っている。
（4）選択科目における日本語表現力向上の取り
組み（短大部）
コミュニティ文化学科では、「日本語表現法Ⅰ・
Ⅱ」を履修し単位を習得した学生に対して、更な
る日本語表現力向上のために「文章作法」と「話
し方作法」が選択科目として設置されている。生
活体験の少なさは、社会生活を意識した日本語言
表現に関しても同様である。選択科目となってい
るため、学生は主体的な学習活動としてこれらの
授業に取り組んでいる。
（5）「郷土の文学を楽しむ」における表現教育（短
期大学部）
論者は、コミュニティ文化学科の地域関連科目
である「郷土の文学を楽しむ」を担当している。
ここでは、特徴ある文学教育を試みている。「短
期大学における文学教育の試み　-地域と文学と
の接点を通して -」である。これは、従来高等学
校まで表現教育が受身になりつつある現状を鑑
み、自ら文学作品へのアプローチの仕方をフィー
ルドワークによって体験しようとするものであ
る。具体的には、授業で取り扱った作家が実際に
育った場所（文学館や記念館など）に行き、追体
験することでより作品を身近に感じ、牽いては自
ら創作するなどの契機になるような授業を行って
いる。この試みは今年度において、外部講師を招
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いての詩の朗読会やグループ研究した成果を披露
する研究発表会へと展開している。ただ作品を読
むだけに留まらず、作品を身近にするための努力
を通して理解を深め、更には創作行為まで結び付
けようと努めている。
（6）基礎ゼミにおける「アカデミックライティ
ング」（大学人間総合学部）
従来短期大学では、レポートの書き方などは全
て日本語表現法の中で取り扱ってきた。しかし、
大学が四年制になり、大学生活における学習活動
全般について広く学習する「基礎ゼミ」が必修科
目となったため、その授業の中でレポート作成が
「アカデミックライティング」という名称で扱う
ことになった。そのため、より少人数での言語表
現教育が可能になった。また、プレゼンテーショ
ンなどは「情報機器演習」などの授業で取り扱っ
ている。1・2年次の基礎ゼミにおいて、広く一
般的な話題に関する自己表現を中心に学び、3・4
年次の「専門ゼミ」「卒業研究」では専門的な話
題に関する自己表現力の高める技術的な指導が行
われる予定である。
（7）その他
大学・短大では、それぞれの科目でレポートや
ディスカッションなどの表現力が求められること
が多い。こうした各科目における表現活動で得た
成果が社会に出た際に役立つことを願っている。
おわりに
先述した通り、四年制大学と短期大学では、若
干の国語に対する取り組み方も異なる。しかし、
突き詰める所、自己表現力を高める教育であるこ
とには相違ない。特に大学においては、高等学校
までの学習が不十分なために、リメディアル教育
が必要な学生も少なくない。彼らに対するケアも
今後検討を重ねていくことが求められている。
これからは、基本的な表現教育を踏まえながら
も、いかに専門性につなげていくことができるか
が大学における国語教育の課題であるといえよ
う。
Ⅳ　考察
「表現者主体の教育」については、なぜこの目
標が掲げられたのかを充分に周知していなかった
にも関わらず、各学校においてそれぞれ独自の表
現者である子どもが主体となった教育が実践され
ていることが分かった。
幼稚園においては、自分の思いを言葉で表現
し、教師や友だちに伝えることができるようにな
る。この体験を通して伝え合う喜びを味わうこと
ができるようなカリキュラムが構築されている。
小学校においては、幼稚園までの発達に留意しな
がら、教科の範囲内外でさまざまな言語活動を通
して、児童一人ひとりが表現する場を確保するべ
く緻密なカリキュラムが組まれている。中学校に
おいては、各コースにおいてそれぞれ生徒の学習
進度や理解度に応じた丁寧な指導に加え、各種コ
ンクールに積極的に出場、出品するなどの体験を
通して表現に対する自信と更なる学習意欲を高め
ている。高等学校においては、単なる受験指導の
みならず、中学校と連携した入学前指導や論点を
整理して自己表現する練習などを取り入れ、進路
に応じた表現力の向上に努めている。短大・大学
においては、基礎表現力の養成と専門性に特化し
た表現力向上の取り組み、アカデミックな表現力
や専門性としてのコミュニケーション能力を養う
プログラムを組んでいる。
この多様な取り組みも、「表現者主体の教育」
という柱にそれぞれつながっていて、これまでは
連携や一貫という概念そのものがイメージされて
いなかっただけだということができる。これから
は、この目標の下、こうした子どもの発達ととも
にいかに表現力を向上させることができるかがそ
れぞれ教師の課題となる。その実践のためには、
次のような順序を経て事例を積み重ねていく必要
がある。
まずは所属校以外の教員同士が互いにより緊密
なコミュニケーションを図ることである。子ども
のことを知らずして教育活動が不可能なことと同
様に、教師間が互いのことを知らずして同一の目
標を掲げて一貫した教育活動を行うことは不可能
である。これは、何も国語に関連する教員間のコ
ミュニケーションを指すのではない。先述した通
り、言語活動はより広義なものとして捉える必要
132
北陸学院スタンダード国語・日本語教育分野策定に関する課題
があるため、国語・日本語教育だけでなく、他教
科他科目の教員間においても連絡を密にして、互
いの科目に共通する表現教育を行なうことへの意
識付けを確認しあい、協力体制を確立することが
不可欠である。
次に、このコミュニケーションを図ることがで
きた時点で、それぞれが現在部分的に行われてい
る公開保育・公開授業を学院内において定例化す
ることが必要であろう。学外に公開することはや
やもすればその場限りの「発表するための授業」
になりがちであるが、学院の中だけ行うことで学
習活動の進め方もさることながら、主体となる子
どもの育ちや理解度を正確に把握することにつな
がる。断っておく必要があるが、これはあくまで
も子どもと子どもに応じた教育活動を観るという
ことであり、互いが評価しあうものではない。
更に、教員だけではなく、表現を通した園児か
ら大学生までの表現者同士の交流も視野に入れる
必要があろう。これは、主体となる表現者同士が
互いに表現しあう中で、互いの理解度や表現方法
などを知り、伝え合う喜びを広げ深めることによ
り、更なる学習意欲の向上につながるからであ
る。園児が児童の学習発表会に参加したり、保育・
教育に関心のある高校生が大学生とディスカッシ
ョンする場を設けたりといったことが可能になれ
ば、表現者同士が互いに影響しあい刺激を受ける
であろう。
まとめ（今後の課題）
今後の問題は、各学校で取り組んでいる学習
活動をいかに連携させていくかという点である。
本学院においては、先述した通り幼小プロジェク
トが成果を上げている。体験を通した言葉のやり
とりが学校の枠を超えて楽しむ子どもの姿を確
認している。また、中高一貫教育を推進する中で、
学習内容を生徒の進度に応じて展開できるとい
った利点を生かしていて教育活動が行われてい
る。
更に、キャンパスを越えた連携を強化するとい
う課題も見えてきた。すなわち、幼稚園ではいか
に子どもを主体に据え、子ども自身が受けいれら
れているという実感を得ることができるか、小学
校で得た児童の国語に関する興味関心を、中学高
校でどのように反映させていくべきか、中学高校
で培われた表現力を大学においてどう高度化、専
門化するかといった課題である。今後、これらの
課題を言語表現という観点から取り組んでいく
べきかが問われている。そのためには、学校間交
流を更に積極的に行い、各学校が最終的に高度な
表現力を持った社会人を目指すためのどの位置
にあるかという認識を高めて、発達段階を更に考
慮した教育活動を行う必要がある。
スタンダードは、毎年検証され、必要と判断さ
れた場合は、その都度改訂されていくべきもので
ある。その際には、ある学校だけを部分改訂する
のではなく、全体の見直しと、一貫した教育体制
の下で改訂されるべきであると考える。
＜注＞
1 客観評価とは、入学希望者及び保護者など対外的に説
明する際、理解を得やすいように検定試験受験促進や
各種コンクールに出場、出品するという意味で用いて
いる。だが、これは受験対策と捉えられかねないといっ
た指摘があったため、検定における出題範囲が一つの
（目安）となるという意味で使用している。 
2 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/message/
index.htm
3 本稿は北陸学院幼稚園 2園の現場と国語教育について
話し合った結果を楠本の責任においてまとめたもので
ある
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